
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2024 年 8 月号（vol.125） 

◆１２０年発展成長し続ける企業を目指し◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１２５号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、先日、６月２２日（土）の午前中、上本町にあります大阪国際交流センターに

ヒグチ鋼管グループ３社約１００人が集合し、合同の経営計画発表会を実施しまし

た。経営計画発表会を３社合同で実施するのは、今回が初めてです。 

朝９時２０分にスタートしてお昼まで。役職者の皆さんがそれぞれ事前に事細か

に資料を作って準備し、そして、当日に発表をしてくれました。私は最後に締めの挨

拶ということで、１０分から１５分ほど次のようなお話をしました。 

企業の寿命は３０年というのをよく聞きます。私の父親が２８歳のときに独立を

し、５７歳のときに病に倒れました。創業からちょうど３０年。当時３２歳の私がそこか

らバトンを受け、実質、経営者として頑張ってきました。現在、私は５８歳。６２歳でち

ょうど３０年です。いろんなことを考えていますが、そろそろ次の代にバトンタッチの

タイミングです。 

もし、私が６２歳のときに後継者にバトンタッチをし、その３代目がしっかり経営を

継いでくれれば、会社は少なくとも９０年もちます。大風呂敷を広げて言いますが、

私は９０歳まで元気です。すると、４代目まで私の目が届きます。つまり、４代目がち

ゃんと育てば、ヒグチ鋼管グループは、短く見積もって１２０年はもちます。 

その後、５代目に関しては目が届きませんが、１２０年は発展成長し続けるような

企業を目指したいと、まずは思っています。 

やっぱり若手がイキイキと働いて、将来に対する希望を持てるような会社にして

いかないといけません。組織は常に若返っていくことが大事だと思いますので、若さ

を保ち続けることができるような企業風土、社風を作り上げていくことを、これからも 

心掛けていきたいと思います。 

まずは３年以内に次の後継者にバトンタッチをしようと思っ

ているところです。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、丸一鋼販(株)に入社。名古屋営業所で５年間お世話 

になった後、ヒグチ鋼管(株)入社。平成１３年７月に代表取締役就任。 

令和３年１２月に溝口工業(株)を、令和５年７月に(株)三洋精密工業を子会社に。 

趣味：仏道実践・ゴルフ・読書 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

先日、７月１０日（水）に実施されました毎年恒例のイベント、大阪鉄鋼流通協会

主催のボーリング大会。前回大会まで２連覇中だった私たちは、３連覇を目標に今

大会に臨みました。結果は、松井姉、濱中弟の姉弟が女子の部、男子の部でそれ

ぞれ個人優勝。さらにチームとしても優勝を果たし、完全優勝の３連覇です！やは

り、この姉弟が群を抜いており、来年の４連覇も間違いなしという感じでした。これか

ら、どこまで優勝の記録が伸ばせるのか楽しみです。樋口 

①面取り機の回転部分が露出していた。巻込事故
防止のため、カバーを設置しました。ｂｙ西井豊・カ
オグエントゥアンホア 

③フォークリフト座席後部にビニールラップ置き場を
つくり、荷造り後すぐ使えるようにしました。ｂｙ桐井
直道・辻本豊 

④クレーンフックの塗装がハゲてきたので、塗装し
て目立つようにしました。ｂｙ藤井大樹・青松浩司 

②昇降台車の移動用レールの使い勝手がイマイチだ
ったので、レールの位置を変え、レールガイドを付けま
した。ｂｙ武知伸一・中川誠・ファムミンファップ 

⑤２トン車専用の伝票管理ボードがなかったので、
新たに制作しました。ｂｙ中山広一 


